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長期間の実測と温暖化実験にみる北陸の豪雨強度の変化特性

将来的に強度が増加すると予測されている豪雨に注目し、実測および大気大循環モデル（GCM：General 
Circulation Model）による将来予測データを用いて、その強度変化傾向を分析しました。この結果は、豪雨を

対象とする様々な分野での影響評価および、その適応策にむけてのシナリオ指標化に役立ちます。 

北陸地方の金沢市周辺を対象にして、長期間（約 70 年間）の実測降雨資料と、GCM による将来予測データを収

集しました（表 1）。実測降雨より、日雨量 70mm もしくは 3 日雨量 100mm を満たす 3 日雨量を豪雨イベントとし

て抽出し、A～C 期の 3 期間で雨量特性を比較したところ、過去から現在までに豪雨時の平均雨量はやや増加し

ており、さらに最大 6 時間雨量の強度分布が変化していることがわかりました（図 1）。 

さらに GCM データより、確率雨量に注目し将来の変化度合いを予測しました。まず、GCM の現在期間（1981～

2000 年）と、同期間の実測降雨より得られた確率雨量値を比較し、補正係数を求めます（表 2）。補正係数を

GCM の現在～将来の各期間の確率雨量値に乗じることで補正し、結果を比較しました（図 3）。 

例えば、排水計画等に用いられる 10 年確率雨量を見ると、最大で約 50mm 増加（1.23 倍）する可能性が示唆さ

れました。将来的には、排水施設の規模や排水計画の見直し等の必要が出てくると考えられます。

（※ただし、対象とする地区や GCM の種類、CO2 排出シナリオ等により結果は異なります。） 

成果の概要 
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   図１ 豪雨中の最大 6 時間雨量の発生頻度 
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図２ 現在および将来の確率 3 日雨量（補正後） 

表 1 分析に用いた降雨データ 

(a) 実測データ（日雨量および 1 時間雨量） 
気象官署名 データ期間 

A 期 （1940～1962 年） 
B 期 （1963～1985 年） 金沢地方気象台 

C 期 （1986～2008 年） 

(b) GCM 出力データ （日雨量） 
気候予測モデル名 データ期間 

現 在（1981～2000 年） 
近未来（2046～2065 年） 

MIROC 3_2_HIRES 
(SRES A1B) 

将 来（2081～2100 年） 
※MIROC：東京大学気候システム研究センター等により 

開発された GCM 

表 2 実測及び現在再現値の確率 3 日雨量と 
補正係数の例（期間：1981～2000 年） 

Ｘ Ｙ Ｘ／Ｙ 
確率年 実測値 

(mm/3d) 
再現値 

(mm/3d) 
補正係数

2 年 141.0 101.1 1.40  

3 年 163.6 112.9 1.45  

4 年 178.1 120.5 1.48  

5 年 188.8 126.1 1.50  

8 年 210.4 137.5 1.53  

10 年 220.4 142.7 1.54  

 ※ 近未来・将来については、各確率年で現在期間と同じ補

正係数を使用する。 
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